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ロジックモデルシート（平成27年度実績評価）
企画調整課

施策コード 29 施策名

小施策コード

交流市町間の住民の南
部氏のゆかりに対する
歴史認識が高まる

29-2 小施策名

首長がまちづくり成果
報告会に参加し，当市
の取組を紹介する

交流市町の住民が，当
市の活動や取組につい
ての情報を得る

小施策

【対象】
市民，連携市町村，連
携事業に関連する事
業者

都市間交流の促進

当市を含めた参加小学
生の交流市町の文化の
理解が深まる

交流市町間の子どもた
ちの相互理解が深まる

一日国替えにより，盛
岡市長，青森県南部町
長，山梨県身延町長が
相互に訪問し，交流す
る

報道などにより，住民が
南部氏にゆかりのある
市町の情報を得る

【別紙】

事業名

地域間連携の推進

小施策
主管課名

構成市町の住民等がそ
れぞれの構成市町の文
化，特産品等に興味を
持つ

【意図】

【事業担当課】

【進捗状況】 ・担当課長が企画会議へ出席した。
・一日国替えとして，盛岡市長，青森県南部町
長，山梨県身延町長が相互に訪問し交流し
た。

南部氏にゆかりのある山梨県，青森県，岩手県
の９市町が地域づくり成果報告会のほか各種
事業を開催し，文化経済の交流を通じて相互
理解を図る。

・秋田岩手地域連携軸推進協議会に係る会議
へ出席する。
・秋田岩手地域連携軸推進協議会へ負担金を
支出する。
・横軸連携のPR等を目的とした，地域連携交
流事業に取り組む。
・「大規模災害時における秋田・岩手横軸連携
相互援助に関する協定」を必要に応じて履行
する。

【実施内容】 ・担当課長による企画会議へ出席する
・一日国替えとして，盛岡市長，青森県南部町
長，山梨県身延町長が相互に訪問し交流す
る。

①平成・南部藩事業

【事業概要】

【事業費】

交流市町間の文化・経
済の交流が活発になる

交流市町間の住民の相
互理解が深まる45千円

B

都市間の連携した取
組が活発になり，市民
の生活文化の質の向
上やまちのにぎわいに
つながる。

当市小学生が交流市町
の文化に触れながら体
験学習等を行う

子どもサミットに当市小
学生が参加する

事業概要等

企画調整課

【進捗状況】

【事業費】

【進捗状況】

【進捗状況】
・連携中枢都市圏宣言を10月に行った。
・圏域の市町と連携中枢都市圏形成に係る連
携協約を28年１月に締結した。
・「みちのく盛岡広域連携都市圏ビジョン」を28
年３月に策定した。

盛岡広域８市町において，連携中枢都市圏の
形成に向けた取組・事業を行う。

【事業概要】

・連携中枢都市圏宣言を行う
・連携市町と連携中枢都市圏形成に係る連携
協約を締結する
・連携中枢都市圏ビジョンを策定する

【実施内容】

【事業担当課】 企画調整課

【事業担当課】 都市戦略室

【事業費】 9,175千円

③広域連携推進事業（連携中枢都市圏の形
成）

【進捗状況】 ・秋田岩手地域連携軸推進協議会に係る会議
へ出席した。
・秋田岩手地域連携軸推進協議会へ負担金を
支出した。
・構成８市町とともに，地域連携交流事業に取
り組んだ。

圏域における定住人口
の減少が抑制される

【実施内容】

【事業担当課】

⑤

【事業概要】

【実施内容】

【事業概要】

【事業担当課】

【事業費】

圏域における新たな価
値や魅力が創出される

連携中枢都市圏ビジョ
ンを策定し，都市圏ビ
ジョンに基づく取組を実
施する

圏域における経済的な
つながりが強まる

圏域における住民サー
ビスの利便が向上する

都市圏ビジョン懇話会
を開催し，多用な意見
を集約する

盛岡広域首長懇談会及
び同事務検討会議を開
催し，構成市町間の意
見を調整する

圏域における交流人口
が増加する

②秋田岩手地域連携軸推進事業

【事業概要】

【事業費】 106千円

【成果指標・実績値・目標値】

A

（単位　件）

秋田岩手地域連携軸推
進協議会の事業運営に
参加し，運営やPRイベ
ントなどの企画を協議・
決定する

秋田岩手地域連携軸推
進協議会に負担金を支
出する

秋田岩手地域連携軸推
進協議会がホームペー
ジの運営やPRイベント
などを行う

構成市町の住民等がイ
ベント等に参加する

9 12

にぎわいや産業振興
につながる自治体連
携の取組数

　構成市町の連携を通じて，交流人口の増加
を図る。

【実施内容】

H27 H31 H36
6

構成市町間の文化・経
済の交流が活発になる

（単位　　）

H27 H36

C

（単位　　）

H36

H31

H27 H31

活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 
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